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■実践報告
武蔵野大学大学院 人間社会研究科修士課程
市川　悠
はじめに
筆者は、2013 年度から武蔵野大学心理臨床センターでのスタッフとしての活動や、学業に励み、臨
床心理学の基礎を学ぶ一大学院生として生活を送っている。また、対人援助の初学者ではあるが、机上
の学習だけにとどまらず、様々な実践の場に身を置いている。例えば、精神鑑定や精神科での実習にお
ける心理検査など、大学の教授や精神科の医師に検査のオーダーを頂き、検査を実施して所見を作成し、
結果を報告するといった臨床活動をしている。このような活動は、受注されたことを最低限こなす能力
が必要で、検査においては正確で丁寧な教示を行って、科学性の高い検査結果を示すことが求められる。
こうした活動の一方で、筆者は、不登校の子どもの支援として、横浜市教育委員会の運営する横浜教
育支援センターのボランティアスタッフとしての活動にも取り組み始めている。筆者は、このボランティ
ア活動を始めるまでは、対人援助に関するボランティア経験がなかった。今回、不登校の子どもに関わ
る活動を通して、到底マニュアル通りにはいかない臨床の場での難しさを肌で感じているように思う。
本稿では、まず、筆者が行っている横浜教育支援センターでのボランティア活動とはどのようなもの
であるかその概要を紹介する。次に、不登校の子どもとの関わりを通して感じたことやボランティアス
タッフとして工夫したことなど、一大学院生として筆者なりに考えたことを「体験記」という形で述べ
る。したがって、本稿では心理臨床の初学者の視点が多く含まれているため、一部の心理職の方々にとっ
ては物足りない内容になっていると思われるが、そのことを初めにお断りしておきながら書き進めてい
きたい。
教育支援センター（適応指導教室）における学生ボランティア
そもそも、教育支援センターとはどのような施設のことを指すのか。教育支援センター（文部科学省
により平成 15 年に適応指導教室から教育支援センターという名称に変更されている）は、不登校支援
のために公立小中学校に在籍する児童生徒を対象として、主に市町村単位で設置された施設である。教
育委員会が、教育センター等学校以外の場所や学校の余裕教室等において、学校生活への復帰を支援す
るため、児童生徒の在籍校と連携をとりつつ、個別カウンセリング、集団での指導、教科指導等を組織
的、計画的に行う組織として設置したものを指す。
もう少し具体的に言えば、学習活動などは行わず、家から一歩外に出て、同年代の仲間とコミュニケー
ションをとったり、一緒に活動をしたりすることを活動の中心としている形や、毎日の通室や時間割に
則った日々をより学校生活に近い形の中で集団生活を送る形など、市町村によっては子どもの状態に応
じた受け入れが工夫されている。活動する日数においても、週 1 日のところもあれば週 5 日のところ
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もあり、開始時刻や終了時刻も異なっている。このように、教育支援センターとは、その形態や質は様々
であるが、子どもたち一人ひとりが生活や学習への自信を取り戻していくための総合的な支援を行う場
所となっている。
横浜市教育委員会の場合は、不登校対策事業として、横浜教育支援センターが設置・運営されている。
その中での取り組みは、週 1~3 回通室し、学習支援は行わずに、創作活動や軽スポーツ活動を中心に
行う「ハートフルスペース事業（適応指導教室）」、毎日の通室を通して学習の支援を中心に基本的な生
活習慣や学習習慣を身につけるための活動を時間割に沿って行う「ハートフルルーム事業（相談指導学
級）」、引きこもりがちな児童生徒の状態の改善に向け、大学生・大学院生が家庭を訪問し遊び相手となっ
て支援する「ハートフルフレンド家庭訪問事業」の 3 つに大別できる。
横浜教育支援センターでは、Fig1 でも示すように、不登校児童生徒の状況に応じて、再登校や社会
的自立に向けた相談や指導を行う構造になっている。ハートフルスペース（適応指導教室）は、横浜市
在住の小・中学校児童生徒を対象に 4 か所設置されている。また、ハートフルルーム（相談指導学級）は、
横浜市内に在住する児童生徒のうち、ハートフルスペース（適応指導教室）で相談・指導を受けた児童
生徒を対象としており、市内に 8 か所（小学校 2 か所、中学校 6 か所）設置されている状況である（Fig2
参照）。
Fig1 2014???
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現在、筆者はこのような場に、ボランティアとして関わっている。そして、筆者が活動している施設
のボランティアスタッフは、心理・教育等を専攻する大学生や大学院生が活用されている。
ハートフルスペースやハートフルルームでのボランティアスタッフはあくまで、ボランティアとして
のサポートであり、指導員の活動補助を目的とし、子どもに寄り添う立場に立っている。すなわち、子
どもへの指導は指導員が基本的に行う。ボランティアスタッフは指導員の役割とは異なり、実際に教材
を用いて指導することはなく、子どもと一緒になって考えたり、一緒に体を動かしたり、遊んだり、そ
の場を見守ったり、環境を整備したりといったことが活動の中心となる。
このような教育支援センターにおける大学生・大学院生のボランティア活動は、子どもにとって、ど
のような役割を持っているのだろうか。
治療者でなければ、指導者でもない
ここからは、ハートフルスペースとハートフルルームでの関わりについて取り上げ、ボランティアス
タッフは、不登校の子どもとどのような立場で関わるのか、また、子どもと関わっていく中でどのよう
な難しさがあるのか、筆者の体験を含め触れていきたい。
まず、ボランティアとして関わりの代表的なことの一つとして、教科指導などの間にある「自由な時
間（ふれあいタイム）」を子どもと過ごすことがあげられる。体を動かすことが好きな子どももいれば、
カードゲームなどをして遊ぶ子どもなど多種多様であり、そこで一緒に混ざってその時間を過ごすのが
ボランティアとしての一つの大きな役割である。筆者が普段関わっている子どもたちは、体を動かすこ
とが好きなため、筆者は、鬼ごっこやかくれんぼなどを、子どもたちとともに狭い室内の中走り回って
行うことが多い。
スポーツを通した関わりも、ボランティアスタッフが果たすことのできる大きな役目の一つである。
特に、バトミントンや卓球においてラリーをどれだけ続けられるかという作業は、単純ではあるが、子
どもにとって成功体験を得やすく、子どもと信頼関係を築いていく上でも有意義なものであると感じて
いる。
また、給食を一緒に食べることもある。この時間は、体を動かすことをやめ、言語的なやり取りが増
える時間帯となる。ここでは、子どもの家族のことや身近な出来事などが会話の中で登場し、些細な日
常会話を通して、子ども一人ひとりの特徴を知ることができる。
そして、年に数回ある、普段の活動場所を離れた宿泊体験などの野外活動では、行事などが目白押し
で、炊事なども子どもたちとともに行う。ここでは、横浜教育支援センターに通室する全ての子どもた
ちが合同で参加し、人数も増えるため、子どもたちにとっては良い意味でも悪い意味でも刺激的な場に
なっているであろう。このような非日常的な体験では、テンションがすごく高くなってしまう子もいれ
ば、普段の教育支援センターには問題なく来ている子が、緊張のためか宿泊体験に参加できないことす
らある。
ボランティアスタッフは、例えば今紹介したような活動に、子どもと寄り添いながら関わっている。
子どもたちから見ると、一緒に過ごす「お兄さん」「お姉さん」的立場であって、カウンセリングをしたり、
教科指導をしたりという関わり方はしない。つまり、治療者でなければ、指導者というわけでもないの
である。
なんとも曖昧な立ち位置であるが、どのような関わりをすべきか模索しているうちに、子どもはもう
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目の前にいて、とにかく体当たりで関わっていかなくてはいけない。つまり、曖昧な立ち位置であるが
ゆえに、関わり方の方向性を明確にしにくいため、そこに、初学者が子どもと関わる際の難しさがある
ように感じている。
距離感を大切に
不登校の子どもと関わっていく中で、これは大切なことだと感じていることがある。それは、子ども
との「距離感」の取り方である。
これは筆者の体験談でもあるが、一度スポーツをともに行ったある子どもに対して、心を開いてもら
おうと、1 対 1 の場面で、その子どもに急に明るく気軽に話しかけた時に、何も言葉を発してくれない
ということがあった。見ず知らずの人との対人場面が苦手な子どもの場合、こうした筆者とのやり取り
の中で困ってしまうのも当然である。
実際に関わり始めると、このように筆者自身反省すべきことが多い。まず、筆者は関わることができ
たという実感を持てた時に、ついつい調子に乗ってしまうということがある。つまり、鬼ごっこをすれ
ば、子どもは、一遊び相手として、筆者を鬼と認識し、とてつもない速さで逃げていくし、自分が鬼と
なれば、一目散に追いかけてくる。卓球のラリーをすれば、ともにラリー数を増やそうと一生懸命になっ
て取り組む子どもたちの姿がある。こうした活動にボランティアとして関わっていくと、ボランティア
をしている者としては、子どもに受け入れられたような気がしてくるのである。このような感覚は、ボ
ランティアを始めたばかりの者にとってはありがちなものなのかもしれない。
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しかし、ボランティアとして関わるからこそ、一喜一憂しないことが必要で、急に踏み込んだりせず、
その子との心理的な距離感を大切にし、時にはじっくり待つ姿勢も重要だと気付かされた体験であった。
ボランティアスタッフは「お兄さん」「お姉さん」的立場ではあるが、一方で、年齢は一回り近くも離
れた「大人」である。本当に「お兄さん」「お姉さん」のような振る舞いをするのではなく、あくまでも、
支援者の一人であるという気持ちを忘れずに関わることは子どもとの距離感をたいせつにするうえで重
要なことだと感じている。
教育支援センターの指導員の先生方は、温かい目で、絶妙な距離感を保ちながら、子どもたちの意見
を尊重し、受容的な関わりを持ち続けている。お手本とする先生を探し、その先生の良い部分の真似を
し、アドバイスをもらいながら関わっていくという方法は、筆者のような臨床の初学者にとって、ボラ
ンティアとして関わる上での方法論の一つであるかもしれない。
おわりに
不登校の子どもと関わってみると、どの子どもも抱えている状況は異なり、学校にいけないことがそ
の子どもの問題の中核ではないということに気づかされる。また、教科書や参考書の知識だけではわか
りえないことも多くあるように思う。その中で、「距離感を大切にする」というのは支援を行っていく
上での一つのキーワードかもしれないと感じながら、現在も活動を続けている。
ところで、学校には行けない子が、教育支援センターにはどうして通室することができるのだろうか。
そこにはおそらく、学校とは違う安心感が子どもにあるのではないかと考えられる。教育支援センター
において子どもは、無理をさせられることもなければ、評価をされることもない。また、その子のペー
スや状況に合わせた対応が行われる場所となっている。こうした場所で、スタッフが子どもを無条件に
尊重し、受容的に関わり続けていることが、「そこにいていいんだよ」という安心のメッセージを子ど
もに伝えることにつながっていると思われる。
現在では、全国で 1200 以上の施設が教育支援センターとして活動しており、教育支援センターは今
後も不登校支援の中心的な役割を担い続けていくであろう。そこでの活動の一端を担う、学生ボラン
ティアスタッフは、どのような立ち位置からどのような支援の工夫ができるのかといった支援の可能性
を各々が考え、ボランティアスタッフという名の一支援者としての自覚を持ちながら子どもと関わって
いく必要があると筆者は考えている。
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